
東京における地球温暖化対策の推進に関する覚書 

本年７月に開催される洞爺湖サミットにおいては、地球温暖化対策の強化が最大のテー

マとなっている。東京都と東京商工会議所は、この機会をとらえ、「１０年後の東京」で掲

げられた「世界で最も環境負荷の少ない都市」の実現に向けた取組を強化するとともに、 

首都東京の先駆的な温暖化対策を広く内外に示していくため、次のとおり覚書を締結する。 

１ 平成２０年第２回定例会において成立した環境確保条例の改正案に関しては、東京商

工会議所の「東京都環境確保条例の改正に対する意見」（平成２０年５月８日付）の趣旨

を踏まえ、実効性のある制度の構築と適正な運用、中小企業、家庭部門における対策強

化を進めていく。 

２ 東京都と東京商工会議所は、洞爺湖サミット開催にあわせ、「環境都市づくりシンポジ

ウム」を共同で開催し、条例改正の成果も含め、東京の企業と行政が共に取り組む温暖

化対策の取組を明らかにしていく。 

３ 東京都と東京商工会議所は、とりわけ中小企業及び家庭部門対策の強化のため、新た

に設置された「地球温暖化防止活動推進センター」の機能も活用し、中小企業での省エ

ネ相談の普及や具体的な省エネ対策の実施、都民への普及啓発、人材育成などの分野で、

共同のプロジェクトを早急に具体化していく。 

４ 東京都と東京商工会議所は、東京の企業の有する環境技術が都内のＣＯ２削減対策に

最大限活用されるよう努めるとともに、東京都が今後、開催あるいは参加する地球温暖

化対策に関する種々の国際会議の場などを活用し、東京の環境技術を広く世界にアピー

ルしていく。

この覚書締結の証として本書２通を作成し、それぞれ記名押印の上、各１通を保有する。 
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